
"Y
oungAmericaMovement"と ホ ー ソ ー ン

一"ASelectParty"に み るTheDemocraticReviewが 牽 引 し た 時 代

庄 司 宏 子

ホ ー ソ ー ンの"Topsy-Turvy"
"M

r.NobleMelancholy"(Lathrop75)と 称 さ れ 、 孤 高 の 芸 術 家 の風 貌 とそ

の 「ロマ ンス 」 のヴ ェ ー ル によ って 、 ホー ソ ー ン は 自分 が 生 きた 時 代 が 直 面

して い た 奴 隷 制 度 や 人種 の 問 題 につ いて あ ま り関 わ り を持 た な か っ た と考 え

られ が ち で あ った 。 しか し近 年 の ホ ー ソー ン批 評 は 、 作 家 と 同時 代 の大 問 題

との 関 わ りに熱 い視 線 を注 い で い る。1

ホ ー ソー ン と黒 人 お よ び 奴 隷 制 度 と の 関わ りに つ い て は 、JeanFaganYellin

に よ る 研 究 に よ り、作 家 の 私 生 活 にお け る交 渉 や ロマ ンス へ の影 響 な どか な

りな 程 度 明 らか に され て い る 。 ホ ー ソー ン の 生 ま れ 育 っ たSalemは 植 民地 時

代 に は ニ ュー イ ン グ ラ ン ド産 の ラム 酒 と カ リブ 諸 島 か らの 奴 隷 を輸 送 す る港

町 で あ り、1780年 に マサ チ ュー セ ッ ツで 奴 隷 制 が 廃 止 され 、1788年 に奴 隷 貿

易 が 禁 止 され た 後 も奴 隷 貿 易 は 容 易 に は止 ま な か っ た と され 、 セ イ レム の奴

隷 貿 易 に 関 わ っ た 船 長 や 商 人 と して ホ ー ソ ー ン の 祖 先 のCaptainBenjamin

Hathomeの 名 も挙 が って い る(Moorel2-13)。2奴 隷 交 易 の繋 が り も あ り、そ

の後 徐 々 に解 放 され た元 奴 隷 を主 と して 、19世 紀 初 め ホ ー ソー ン の幼 少 時 代

に は セ イ レム の人 口約1万 の うち 、 人 口 の3%程 度 の300人 がfreeblackで

あ っ た と い う(Yellinl38)。 作 家 ホ ー ソー ン と の 関 わ りで は 、 彼 が 幼 少 の 頃

にMaineで 過 ご し た 夏 の 友 人 の ひ と りWilliamSymmesは 黒 人 で あ っ た

(MellowlO4-5)。 ま たBowdoin大 学 時 代 に はJohnRusswurmと い う黒 人 の ク

ラス メ ー トが いた(Bridge30)。 さ らに 、TheScarletLetterを 出版 した 後 、Lenox

に 引 っ 越 したHawthorne一 家 はMrs.Petersと い う黒 人 の 家 事 使 用 人 を雇 っ て

お り、 主 に息 子Julianの 世 話 に 当た って い た(HawthorneAmericanNotebook

462-63)0

さ ら にホ ー ソー ン の末 子Roseは 、そ の 回 想 録 の 中 で 「父 は あ ま り優 しい言

葉 を 言 う ほ うで は な か っ た が 、 人 生 の強 い 味方 で あ る と い う感 覚 を与 え て く

れ た 」 と して 、 そ う した例 と して3歳 で あ っ た ロー ズ が 病 気 で 具 合 が悪 い と
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き 、父 が 「黒 人 の 人 形 」 を持 っ て き て くれ た と記 して い る(Lathrop163)。 そ

の 人 形 は 母Sophiaに よ る と 、 「とて も醜 か っ た し、 私 は ニ グ ロ を見 た こ とが

な か っ た の で 、私 を驚 か せ る た め の もの だ った 」(Lathropl63)。 この黒 人 の 人

形 の 贈 り物 の話 は ロ ー ズ の 年 齢 か ら1854年 頃 の エ ピ ソー ドで あ る が 、 ホ ー

ソ ー ンの 人 種 に関 す る態 度 の 一 端 を示 して い る よ うに 思 わ れ る ので 、以 下 に

引 用 して み た い。

Irememberthemuch-knowingsmilewithwhichmyfather'sfacewas

indefinitelylightedupashestoodlookingatme,whileI,halfunconsciousto

mostofthethingsofthisworld,wasneverthelessclutchinghisgiftgladlyto

myheart.ThehideousdarkywassoonconvertedbymynurseFanny(my

mothercalledherFancy,becauseofherrareskillwiththeneedleandherrich

decorationsofallsortsofthings)intoabeautifullydressedfootman,whowasa

verylargeiteminmyexistenceforyears.Ithoughtmyfatheranintensely

clevermantohavehituponPompey,andtohaveunderstoodsowellthathe

wouldmakeanangel.AllhispresentstousOldPeople,ashecalledus,were

eitherunusualorofexquisiteworkmanship.Thefairyqualitywas

indispensablebeforehechosethem.(163;myemphasis)

ホ ー ソ ー ンが 子 供 た ち に与 え る 贈 り物 と して 、 「ポ ン ピ ー 」(黒人 の従 僕)

が 「天 使 」に 転 じる と い う 「魔 法 の 要 素 」を大 事 に した とい うの は 、ホ ー ソ ー

ンの ロマ ンスTheScarletLetter(1850)に お け る 汚 辱 の 徴 か ら勝 利 の徴 へ と転

じる 「緋 文 字A」 の軌 跡 を 想 起 させ 興 味 深 い も の で あ る 。 こ こで は この黒 人

の 人 形 の エ ピ ソー ドが 人種 や 奴 隷 制 に 関す る ホ ー ソ ー ンの 感 受 性 や 想 像 力 の

あ り方 を示 す も の と して捉 え て み た い。 ロ ー ズ が 記 した この 人 形 の エ ピ ソ ー
ダ 　 キ 　 エ ン ジ1ル

ドは 、 「醜 」な る も の と 「聖 」な る もの 、 「黒 」 と 「白」 とが 表 裏 一 体 の もの

と して 繋 が って い る とい う点 にお いて"topsy-turvydolls"を 想 起 させ ず に は

お か な い 。こ の 「あ べ こべ 人 形 」と は黒 人 の 少 女(召 使 い の 姿 の 場 合 も あ る)

と 白人 の 少 女 の人 形 が胴 体 で 繋 が った も の で 、 そ の 用 途 につ いて は諸 説 あ る

もの の 、 ア ンテ ベ ラ ム期 の 南 部 に起 源 を持 つ とさ れ る。Wallace-Sandersは 、

「あ べ こべ 人 形 」が こ の時 代 の ア メ リカ 社 会 の 「隔 た る と同 時 に相 互 に 繋 が っ

て い る("simultaneouslysegregatedandinterconnected")」 黒 人 と 白 人 の 人種 関
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係 を表 す も の だ と い う(34)。3「 あ べ こべ 人 形 」 は 、奴 隷 制 度 が ア メ リカ の

北 部 と南 部 の対 立 と緊 張 を 刻 々 と激 化 させ る ア ン テ ベ ラム 期 の ア メ リカ の 人

種 に まつ わ る言 説 や 、 この 時 代 の 人 種 的 無 意 識 を視 覚 化 した 文 化 的 イ コ ン と

い え る だ ろ う。HarrietBeecherStoweのUncleTo〃zsCabin(1852)の 出版 後 は

"T
opsy"と"Eva"が 一 対 とな った 人 形 が作 られ る よ う にな る。 ホ ー ソ ー ン

が こ う した 人 形 の存 在 を 知 っ て いた か ど う か は 定 か で は な い(ロ ー ズ の 回 想

録 は 、 父 親 か らUncleTomとEvaを 描 い た絵 を も らっ た と い うエ ピ ソ ー ドも

記 して い る[158])。 近 年 の ホー ソ ー ン研 究 は 、 この 作 家 が 決 して 同 時代 の 社

会 が 抱 え て いた 人 種 問題 を 等 閑 視 す る こ と は な く、「毒 」や 「癒 」な どの モ チ ー

フ を用 い て そ の ロ マ ンス の 中 で 「混 血(mulatto)」 を 描 こ う と した と論 じる

な ど、 作 家 と人 種 問題 との 関 わ り を精 緻 な テ ク ス ト分 析 か ら読 み 取 ろ う とす

る(Brickhouse184-87)。 本 論 で は 、 ホ ー ソー ンが1840年 代 半 ば に精 力 的 に

短 篇 を寄 稿 したTheUnitedStatesMagazineandDemocraticReviewと の 関 わ り

を 中 心 に、 ホ ー ソー ン が 時 代 の 人 種 問題 そ の 「トプ シー ・ター ヴ ィー 的

状 況 」 に ど の よ う に反 応 して い た のか を考 え て み た い 。

TheDemocratic/reviewとYoungAmericaMovement

ホ ー ソー ン は1837年 頃 か らJohnL.0'Sullivanと 交 友 を持 つ よ う に な り、

1830年 代 後 半 か ら40年 代 前 半 にか けて 短 篇 を 他 の 雑 誌 よ りも多 く、彼 の 編

集 す るTheUnitedStates-MagazineandDemocraticReview(以 下 、Democratic

Reviewと 略 す)に 寄 稿 す る よ うに な る(オ サ リヴ ァ ン がDemocraticReview

の 編 集 に携 わ った の は1846年 まで で あ る)04西 漸 運 動 の 真 っ直 中 の時 代 に そ

れ を 推 進 し、 拡 大 す る 国 家 の 中 で 政 治 と文 学 を 結 び つ け 、 若 き ア メ リカ の ナ

シ ョナ リズ ム の高 揚 を 目指 すDemocraticReviewへ の 精 力的 な寄 稿 が 、ア メ リ

カ が 待 望 す る国 家 的文 学 の 若 き 担 い手 と し て の ホ ー ソ ー ンの 名 声 を高 め た こ

とは 確 か で あ る。 オ サ リヴ ァ ン と彼 のDemocraticReviewは 、1830年 代 に

ニ ュー ヨー ク に住 む都 市 中 間 層 の 若 い世 代 の 民 主 党 支 持 者 を 中心 に起 こる 政

治 的 ・文 化 的 運 動 の 中心 で あ っ た 。 彼 らは 同 時代 の ヨー ロ ッパ の運 動 の影 響

を 受 け 、 共 和 制 や 反 貴 族 的 運 動 を支 持 し 、Jefferson的 な 農 業 主 体 の 国家 で は

な く、 商 業 をベ ー ス と した 技 術 革 新 、 改 革 と統 制 、 国 際 主 義 を奉 じた。 国 内

の 鉄 道 や 運 河 、 港 湾 、電 信 や 道 路 の近 代 的イ ン フ ラの 整 備 の 必 要 を説 い て 資

本 主 義 を推 進 す る市 場 革 命 を支 持 し、 対 外 的 に は 自由 貿 易 を唱 えた 。 移 民 間

一41一



庄 司 宏 子"YoungAmericaMovement"と ホ ー ソ ー ン

題(特 にニ ュー ヨー ク へ の ア イ ル ラ ン ド系 カ トリ ック の 移 民)に も敏 感 で 、

社 会 的 改 革 の必 要 性 を強 調 した 。彼 らはYoungItalyやYoungHungaryを 手 本

に して 、 自 らを"YoungAmerica"と 称 し、 西部 や 南 部 へ の ア メ リカ の テ リ ト

リー の拡 大 を 支 持 し、 西 漸 運 動 を 強 力 に 推 し進 め る 態 度 を 取 っ た 。"Young

America"と い う 名 称 は 、 こ の 運 動 の 文 学 的 グ ル ー プ の 結 成 に 活 躍 し た

CorneliusMathewsに よ る1845年 の 演 説 に 由来 して い る と され る(Widmer14)。

同 年 のDe〃zocraticReview7月 一8月号 に は オサ リヴ ァ ンが そ の"Annexation"

と題 され た 記 事 にお い て 、「神 に よ って 与 え られ た 北 米 大 陸 に年 々 人 口が 増 加

す る わ が 国 が 自 由 に拡 大 す る こ と の明 白 な る 天命("ManifestDestiny")」 を 唱

え て 、 メ キ シ コ 戦 争 を支 持 す る考 え を 打 ち 出 した 。 彼 らの 運 動 はAndrew

JacksonやJamesPolkを 大統 領 に選 出す る こ とで 政 治 的 な 結 実 を み る(特 に後

者 の 選 出 に 当た って は 、L)emocraticReviewが 大 々 的 に誌 上 で 選 挙 キ ャ ンペ ー

ンを 展 開 し、 ニ ュー ヨ ー ク で ポ ー クが 勝 利 を収 め た こ とが そ の後 の大 統 領 選

を 優 位 に進 め る こ とに 繋 が っ た と され る)。

1830年 代 後 半 か ら1840年 代 半 ば に い た る この 時 期 、 テ キ サ ス 併 合 や メ キ

シ コ との 戦 争 を支 持 し、 民 主 主 義 や 共 和 制 、 ア ング ロサ ク ソニ ズ ム や 国 民 文

学 の 台 頭 を 国 家 の 拡 大 と結 び つ け る論 陣 を 張 るDemocraticReviewに ホ ー

ソ ー ンが 他 の雑 誌 よ り も数 多 く寄 稿 し た こと を どの よ う に捉 え るべ き で あ ろ

うか 。ホ ー ソ ー ンは 後 に、フ ー リエ リズ ム を実 践 したBrookFarm体 験 を元 に

構 想 した ロマ ンスTheBlithedaleRomance(1852年)に お いて 、物 語 の末 尾 に 、

詩 人 と して 「グ リズ ウ ォル ド先 生[RufusWilmotGriswold]に マ イ ナ ー な 詩

人 の 列 に序 せ られ 」(246)今 や 中年 に さ しか か ったCoverdaleが 昔 を振 り返 り

自嘲 気 味 に若 き時 代 を告 白す る シー ン を描 い て い る 。 そ れ は ホ ー ソ ー ン 自身

の"YoungAmerican"ぶ りを い くぶ ん 反 映 した くだ り と も読 め る も の で あ る 。

Yet,werethereanycause,inthiswholechaosofhumanstruggle,worthasane

man'sdyingfor,andwhichmydeathwouldbenefit,then‐provided,however,

theeffortdidnotinvolveanunreasonableamountoftrouble‐methinksImight

beboldtoofferupmylife.IfKossuth,forexample,wouldpitchthe

battle-fieldofHungarianrightswithinaneasyrideofmyabode,andchoosea

mild,sunnymorning,afterbreakfast,fortheconflict,MilesCoverdalewould

gladlybehisman,foronebraverushuponthelevelledbayonets.(246-47)

一42一



成腰英語英文学研究 第16号(2012)

1848年 の ウ ィ ー ンか らの ハ ンガ リー の 独 立 革 命 を指 導 し、自 由主 義 の 闘 争

家 、 ヨー ロ ッパ にお け る 民 主 主 義 の先 導 者 と して ラ ヨ シ ュ ・コ シ ュ ー トは ア

メ リカ で も尊 敬 を集 め て お り、1851年 か ら52年 に か け て ア メ リカ を訪 問 し

た 際 には 熱 狂 的 な 歓 迎 を 受 け 、ボ ス トンで51年 に 行 わ れ た コ シ ュー トの講 演

会 に は ホ ー ソー ン も 出 か け て い る。 コ シ ュ ー トの 名 前 は お そ ら くホ ー ソ ー ン

の 中 で 、1840年 代 半 ば のDemocraticReviewと"YoungAmerica"の 活 動 お よ

び そ の 後 の 衰 退 と失 望 と結 び つ いて いた と思 わ れ る 。

1830年 代 後 半 か ら1840年 代 の 半 ば に か け て の この 時 期 、 ホ ー ソ ー ンは 、

政 治 的 には ウ イ ッグ党 寄 りでabolitionismを 支 持 す るEmersonやThoreau、 そ

れ に 妻Sophiaの 姉ElizabethPeabodyな ど コ ン コ ー ドや ボ ス ト ン の

Transcendentalistsと い う よ りは 、 ニ ュ ー ヨ ー ク を ベ ー ス と し、 民 主 党 で

abolitionismを 批 判 す るDemocraticReviewと そ れ が 推 進 す る"YoungAmerica

movement"に 近 い位 置 を とっ て いた 。エ マ ソ ン とオ サ リヴ ァ ン の二 人 は と も

に1837年 に 、 前 者 は"TheAmericanScholar"に お いて 、 後 者 はDe〃zocratic

Reviewを 創 刊 す る こ とで 、 ア メ リカ の 文 学 的 マ ニ フ ェ ス トを立 ち 上 げ る。 二

人 の 文 学 的 ヴ ィ ジ ョナ リー は ア メ リ カ の文 化 的 空 白 を 充 温 させ よ う とす る 気

迫 の 点 で 似 て い る も の の 、 両 者 は 大 い に異 な っ て い る 。 コ ン コー ドの賢 人 が

唱 え る 文 芸 運 動 は 「自 己信 頼 」に満 ち た 「個 人 」に よ る もの で あ る の に対 し、

オ サ リヴ ァ ンが 提 唱 す る運 動 は 、 新 し い文 化 を 若 き 文 学 者 た ち の連 帯 と して

創 造 し、 そ れ を民 主 主 義 を 推 進 す る も の と して 政 治 や 社 会 改 革 に結 び つ け る

こ とで あ った 。 この 時期 、 ボ ス トン とニ ュ ー ヨ ー ク の 双 方 に、 西 漸 運 動 や 奴

隷 制 度 な ど の政 治 や 社 会 的 問 題 につ いて 立 場 を 異 に す る 二 つ の文 芸 運 動 の 拠

点 が あ った と い え る だ ろ う。 植 民 地 以 来 の ピ ュ ー リタ ニ ズ ム や そ の文 化 を 背

景 とす るホ ー ソー ン が 、 ポ ス ト ・ジ ャ ク ソ ン の 時 代 に 自 らの 出 自 の ニ ュ ー イ

ング ラ ン ドで 展 開 され るTranscendentalismで は な く、 オ サ リヴ ァン が主 導 す

る ニ ュー ヨー ク の"YoungAmerica"の 政 治 と文 化 の エ ネ ル ギ ー に触 れ て い た

こ と、 そ れ が ホ ー ソ ー ンの 作 品 世 界 の 中 で ど の よ うな 展 開 をみ せ た の か 、 以

下 に 見 て み た い。

TheDemocraticReviewの 政 治 性一 西 漸 運 動 と奴 隷 制 度

メ キ シ コ の領 土 で あ っ た テ キ サ ス の独 立 、そ の後 の ア メ リ カへ の併 合 、 メ

キ シ コ戦 争 に いた る 前夜 の1842年 か ら1845年 に か け て 、DemocraticReview
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は 拡 張 主 義 と帝 国 化 の路 線 を辿 る ア メ リカ の 国 家 の 軌 跡 と ま さ に連 動 す る 様

相 を 呈 して い る。DemocraticReviewの 関 心 は 、テ キ サ ス 、 メ キ シ コ 、 キ ュー

バ 、 オ レゴ ン、 さ らに は サ ン ドイ ッチ 諸 島 に 向 か い 、 そ う した 土 地 の気 候 、

風 土 、 人 々 の風 習 を描 い た 旅 行 記 は ア メ リカ が必 要 とす る情 報 を も た らす も

の と して 熱 心 に書 評 に取 り上 げ られ る。1843年2月 号 で はMadameCalderon

delaBarcaのLifeinMexicoの 書 評 が 、 同年5月 号 にはJohnL.Stephensの

IncidentsofTavelinYucatanの 書 評 が掲 載 さ れ 、 特 に前 者 は 、1844年12月 号

に 発 表 され るホ ー ソ ー ンの"Rappaccini'sDaughter"に イ ンス ピ レー シ ョ ン を

与 え 、 ラパ チ ー 二 博 士 が 育 て る 人 工 的 毒 花 の モ チ ー フの 直 接 的 な 源 とな っ て

い る こ と を指 摘 して お か な くて は な らな い。の ち にMadameCalderondeBarca

とな るFrancesErskineInglisは 、ス コ ッ トラ ン ドか らア メ リカ へ 家 族 と と も に

移 民 し、 ボ ス トンで アル ゼ ンチ ン生 まれ の外 交 官AngelCalderondelaBarca

と出 会 い 、1838年 に 結 婚 す る。ス ペ イ ン が メ キ シ コ を 承 認 した の ち夫 が初 の

ス ペ イ ン大 使 と して メ キ シ コ に赴 任 す る の に と もな い 翌 年 メキ シ コへ 赴 い た

バ ル カ 夫 人 は 、1842年 まで この 地 に滞 在 し、そ の 風 土 と風 習 を旅 行 記 に記 し

た 。DemocraticReviewの 書 評 は 、 「わ れ わ れ(ア メ リカ 国 民 の)大 部 分 が ほ

とん ど知 らな いが 、重 大 な 関心 の対 象 とな って い る話 題 に充 実 した 情 報 」(218)

を もた ら し、「メ キ シ コは ロマ ンス に満 ち て お り、メ キ シ コ人 の 自 由へ の 闘 争

と共 和 制 政 府 へ の欲 求 は 、 わ れ わ れ が 現 在 メ キ シ コ に 寄 せ る 以 上 の シ ン パ

シ ー に値 す る 」(218)と して 、 テ キ サ ス の み な らず メ キ シ コ全 体 の 併 合 に 向

け た 帝 国 主 義 的 関 心 を うか が わ せ て い る。

西 漸 運 動 は 領 土 の拡 大 に よ っ て メキ シ コや イギ リス 、 ス ペ イ ン と の争 い を

引 き 起 こす ば か りで は な く、 国 内 の奴 隷 制 度 を め ぐる 南 北 の 軋 礫 と緊 張 を 西

方 に も拡 げ る こと に な る が 、 西 方 へ の 国土 の拡 張 と奴 隷 制 度 の 問題 に 関す る

DemocraticReviewの 見 解 を1844年7月 号 の 記 事 に うか が う こ とが で き る。

"TheRe -AnnexationofTexas ,inltslnfluenceontheDurationofSlavery"と 題 さ

れ た そ の 記 事 は、abolitionismを 合 理 的 で は な い と退 け る一 方 で 、奴 隷 制 の 存

続 と拡 大 を西 の地 に求 め る 南 部 を牽 制 す る姿 勢 を 取 る 。そ して 「(テキ サ ス の)

併 合 は 、 ア メ リカ の奴 隷 制 度 を永 続 化 す る ど ころ か 、 現 在 の あ らゆ る状 況 を

鑑 み る と、 奴 隷 制 度 を究 極 的 に消 滅 させ る た め の 唯 一 の 根 拠 の あ る望 み な の

で あ る 」 と主 張 す る。 そ の 理 屈 は こ うで あ る 。 商 人 、 職 人 、 機 械 工 な ど都 市
ブ リ 　 マ ン

に 住 む 労 働 者(DemocraticReviewが"TheYankee"と 呼 ぶ 中 間 層 の 都 市 労 働

..
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者 層 は この 雑 誌 の主 た る読 者 層 で あ る)は 、 多 くの 土 地 を必 要 とす る こ とな

く狭 い 場 所 で 生 産 効 率 を 上 げ る こ とが で き る 。 しか し本 質 的 に農 業 従 事 者 で

あ る 奴 隷 は 、 収 益 を 上げ る の に広 い土 地 を必 要 とす る 。 人 口が 増 加 し土 地 の

値 段 が 上 昇 す る と狭 い場 所 で の 生 産 性 は低 下 し、 奴 隷 の 生 産 量 と維 持 費 が見

合 わ な くな る た め 、 奴 隷 は 奴 隷 所 有 者 た ち に と って 「貴 重 な 財 産("valuable

property")」 で は な く 「や っか い も の("incumbrance")」 とな る。 そ うな れば

奴 隷 所 有 者 の側 でabolitionに 対 す る反 対 が な くな り、「自発 的 な"abolitionism"」

が 実 現 す る と い う の で あ る 。 余 剰 人 口 と な っ た奴 隷 た ち によ るテ キ サ ス共 和

国 へ 、中央 ア メ リ カへ 、さ ら に南 方 へ の 「自主 的 な 移 動("voluntaryemigration")」

が 起 き る と記 事 は述 べ る。 「人 口 が 過 密 に な っ た 場 所 で は 奴 隷 制 は 消 滅 す る

("inadenselypeopledregionslaveryshallceasetoexist")[15]」 で あ るか ら 「南

部 の 州 へ と人 を 移 動 さ せ よ 、 迅 速 に 、 恐 れ る こ とな く("Crowd,then,your

populationintotheSouthemStatesasyoumay,rapidlyandwithoutfear"[15])」

と記 事 は 述 べ る。 テ キサ ス は 今 や 「捌 け 口("anoutlet")」 と して 開 か れ て い

る 。 「こう して 、静 か に、不 平 の 声 や 何 の努 力 もな く、か つ て イ ギ リス の貧 欲

が 招 い た 恥 辱 で あ り、今 や イ ギ リス か らの不 公 平 で 尊 大 な 嘲 りの的 とな っ て

い る こ の 黒 い 人 々 に よ る 不 安 と悪 に 満 ち た 長 逗 留("thisdarkvisitationof

anxietyandevil"[15])は 、よ うや く我 が 岸 辺 か ら立 ち 消 え る」 こと に な る と

して 、 植 民 地 時 代 にイ ギ リス の 強 欲 に よ っ て 生 み 出 さ れ 、 今 や ア メ リカ に 先

駆 け て 奴 隷 制 を廃 止 した 旧 宗 主 国 か らの愚 弄 の対 象 とな って い る悪 しき奴 隷

制 度 か ら脱 却 す る こ とが で き るの だ と記 事 は い う。 テ キ サ ス 併 合 は 、 ア メ リ

カ に と って は 奴 隷 制 を解 消 す る捌 け 口 と な る と同 時 に 、 テ キ サ ス に とっ て は

この 地 を虎 視 眈 々 とね ら うイ ギ リス か らの干 渉 を 脱 す る こ とが で き る の だ と

す る 。

DemocNaticReviewは 、テ キサ ス併 合 は 、 ア メ リカ の 黒 人 奴 隷 の人 口移 動 を

国 の 南 方 の 国 境 周 辺 や 国 の 外 に押 し 出す 流 れ を 加 速 化 させ る とす る。 ま た メ

キ シ コや 中央 ア メ リカ 、さ らに南 方 の広 大 な 土 地 で は 、10人 の うち9人 が 「カ

ラー ド」 で あ り、 将 軍 や 議 員 、 大 統 領 は 「混 血"mixedblood"」 で あ る との

人 種 的 見 解 を述 べ る。DemocraticReviewは 西 漸 運 動 と テ キサ ス 併 合 が 、 ア メ

リカ の 奴 隷 制 度 の 「自発 的 な 奴 隷 制度 廃 止("voluntaryabolition")」 を もた ら

し、白 人 国 家 ア メ リ カ を実 現 す る とい う人 種 の ポ リテ ィ ック ス を唱 え て い る。

DemocraticReviewは ミシ シ ッピ 選 出 の 民主 党 上 院 議 員RobertJ.Walkerを そ う
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した 雑 誌 の 立 場 を代 弁 す る 政 治 家 と して 押 し出 し、1845年2月 号 に は"Robert

J.Walker"と い う記 事 を掲 載 して い る 。

こ う した 論 を展 開す る1840年 代 半 ば のDemocraticReviewに 多 くの短 篇 を

寄 稿 した ホ ー ソー ン は 、雑 誌 が 推 進 す る西 へ の領 土 拡 大 と文 芸 運 動 を連 動 さ

せ る 文 化 的 ナ シ ョナ リズ ム 、 雑 誌 が 唱 え る奴 隷 制 度 の 「自然 な 解 消 」や 人種

の ポ リテ ィ ッ クス に どの よ う に反 応 し 、そ れ に参 与 して い る ので あ ろ うか 。

先 の"TheRe-AnnexationofTexas,inltslnfluenceontheDurationofSlavery"の

記 事 が 掲 載 され た1844年7月 号 に 収 録 さ れ た 短 篇"ASelectParty"の な か に

ホ ー ソー ン とL)emocraticReviewの 政 治 性 との 関 わ りを探 っ て み た い 。

"AS
eIectParty"に み る1840年 代 ア メ リカ の 姿

"AS
electParty"は 、DemocraticReviewが 打 ち 上 げ る西 漸 運 動 に連 動 さ せ

た 政 治 と文 化 のナ シ ョナ リズ ム 、 そ のナ シ ョナ リズ ム が 内 包 す る 「白 人 」 国

家 とい う人 種 意 識 に対 す る ホ ー ソー ン の応 答 と も読 め る作 品 とな っ て い る 。

物 語 は"ManofFancy"が 彼 の 「天 空 の 城("thecastleintheair")」 で 「選 り

す ぐ りの 人 々」 を招 い た パ ー テ ィー を思 い つ く こ とか ら始 ま る(「 空 想 の男 」

に オ サ リヴ ァ ンが 含 意 さ れ て い る のか ど う か は 定 か で は な い)。天 空 の城 に は

「空 想 の 男 」 に招 待 され た 面 々 が 地 球 か ら次 々 とや っ て 来 る。 まず は 昔 の こ

とな ら何 で も記 憶 して い る 「古 参 の 人("OldestInhabitant")」 が 登 場 し、続 い

て 「自然 哲 学 者("scientificphilosopher")」 が 到 来 す る。 国 家 の秘 密 か ら通 商

に 関 す る重 要 情 報 、上 流 社 会 の艶 聞 ま で 知 る 「事 情 通("MonsieurOn-Dit")」 、

そ の 公 的 地 位 へ の敬 意 か ら招 待 され た 「気 象 学 者("ClerkoftheWeather")」 、

「さ まよ え るユ ダ ヤ 人("WanderingJew")」(パ ー テ ィー にふ さわ しい客 で は

な い と見 な され た 彼 はそ そ く さ と 「オ レゴ ン 」 へ と旅 立 つ)が 現 れ る。 続 い

て 、 「空 想 の 人 」 が 夢 見 が ち な若 か り し 頃 に 知 り合 っ た 「影 の よ うな 人 た ち

("shadowypeople")」 がや っ て 来 て 、 「空想 の 男 」は 過 去 の知 り合 い とは 「薄

暗 い歳 月 」 の 距 離 を お い て 遠 くか ら崇 敬 して い た 方 が よ い の だ と 嘆 息 す る

(63)。 さ ら にパ ー テ ィー に は 、 「愛 国者("Patriot")」 、 「学 者("Scholar")」 、

「聖 職 者("Priest")」 、 「麗 人("BeautifUIWoman")」 、 「改 革 者("Refbrmer")」 、

「詩 人("Poet")」 が や っ て 来 る。 「空 想 の 人 」 が 彼 らを この 「選 りす ぐ りの

パ ー テ ィー 」に招 待 し た理 由 は 、「社 会 の彼 らに対 す る 評 価 に謹 ん で 敬 意 を 表

した 」 まで で あ る と し、 先 の 「古 参 の人 」 も 「自分 が 若 か りし頃 は この程 度
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の 人 々 は 街 角 に温 れ て い た もの だ 」(65)と 辛 辣 な 言 葉 を述 べ る。 そ の他 、 海

魔 の 「デ イ ヴ ィ ー ・ジ ョー ンズ("DavyJones")」 、扇 動 家 、 選 挙 権 を もつ 以

外 に は 存 在 の意 味 の な い 人 々 が 登 場 す る。「空 想 の 男 」の パ ー テ ィー に招 待 さ

れ た 「選 りす ぐ りの 人 々 」 と して ホ ー ソー ン が描 い て い るの は 、 独 立 革 命 か

ら半 世 紀 を経 て 西 漸 運 動 の 時 代(「 オ レゴ ン」とい う地 名 は そ れ を端 的 に表 し

て い る)に 突 入 した1840年 代 の ア メ リカ社 会 に 浮 沈 す る人 々 時 代 の寵 児 、

時 代 遅 れ の 人 々 、時 代 が要 請 す る 学 問(気 象 学 や 自 然哲 学)、 宗 教 、文 学 に 関

わ る 者 た ち 、 政 治 活 動 家 お よ び 彼 ら に利 用 さ れ る 人 々 で あ り、 植 民地 時代 か

らデ モ ク ラ シー の時 代 に 至 る ア メ リカ 社 会 の姿 を 現 実 とそ の 影 の よ うな 人 物

た ち に集 約 させ て い る。

しか し 「選 りす ぐ りの人 々 」 はそ れ だ け で は な い。DemocraticReviewが 唱

道 す る 文 化 的 ナ シ ョナ リズ ム が 待 望 す る 人物"MasterGenius"一 も登

場 す る 。 「天 才 」 こそ は 、 「わ が 国 が 今 か 今 か と霞 の よ うな 時 のな か にそ の 到

来 を 待 ち わ び て い た 人 、 わ が 国 の 知 的 に未 開拓 な 土 壌 か ら ア メ リカ文 学 を つ

く りあ げ る と い う壮 大 な ミ ッ シ ョ ン を成 し遂 げ る と運 命 づ け られ た 」(66)人

物 で あ る。DemocraticReviewは 、1845年4月 号 に"NathanielHawthorne"と

い う記 事 を掲 載 し、 「(ホー ソー ン の)作 品 こそ 、 心 に 届 く も ので あ り、気 づ

か ぬ うち に静 か に(心 の)要 塞 に し っか りと 占拠 す る もの だ 」(383)と して 、

「わ が 国 の 文 学 の 開拓 さ れ ざ る 土 壌 を切 り開 き 、 そ の 荒 野 の 危 険 と苦 難 に 直

面 した 独 創 的 な 人 物 」(383)で あ る と して 、 「純 粋 で 、 も の静 か な 、喜 ば しい

天 才 と は ナ サ ニ エ ル ・ホ ー ソー ンそ の 人 で あ る 」(384)と 書 き 、 ホ ー ソー ン

の 文 学 的 名 声 と作 家 と し て の 地 位 の 確 立 に 寄 与 す る と と も に 、"Young

American"と して ホ ー ソー ン を位 置 づ け よ う とす る。

DemocNaticReviewが 称 揚 す る若 き ア メ リカ を 謳 う国 民 的 文 学 の担 い手 へ の

希 求 は 、 エ マ ソ ン もそ の エ ッセ イ"ThePoet"の な か に 記 して い る。 「詩 人 と

は 新 し い想 念 を も つ もの 、 開示 す べ き全 く新 し い経 験 を有 す る もの 」(329)、

「(詩人 の)シ ンボ ル は全 て の 人 間 を 解 放 させ 、 高 揚 させ る 力 を させ る … ・

詩 人 とは 自 由 を も た らす 神 な の だ ・… 詩 人 は わ れ らの 鎖 を解 き放 ち 、新 しい

光 景 へ と誘 って くれ る 」(341-44)が 、 「い ま だ ア メ リカ には 天 才 は誕 生 して い

な い 。 わ が 国 の比 類 な き 素 材 の 価 値 を知 り、 時代 の 暴 挙 と物 質 主 義 の さ な か

に 神 の も う一 つ の祝 祭 を見 る 圧 倒 的 な 洞 察 力 を そ な え た 詩 人 は まだ 現 れ て は

い な い の だ 」(346)と 書 く。エ マ ソ ン の ア メ リカ 的 詩 人 へ の希 求 はDe〃aocratic
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Reviewと 同 じよ うな 愛 国 的 口調 を帯 び る 。

丸太のころがる音、切り倒した木の切 り株、政治をかたる声、わが漁

場、わがニグロ、そ してインディアン、われわれが自慢し、拒むもの、

ごろつきの激昂、正直者の小心、北部の産業、南部の農業、西部の開拓

地、オレゴンとテキサス、これらを謳う詩はまだ生まれていない。 しか

しわれわれの目にはアメリカはひとつの詩なのである。この広大な土地

は想像力を眩惑する。(346)

オ サ リヴ ァ ン と エ マ ソ ン、-DemocraticReviewとTranscendentalism一 ボ ス

トン とニ ュー ヨー ク で展 開 され た 同時 代 の二 つ の 文 芸 運 動 は 、 同 じ く国 民 的

詩 人 の 誕 生 へ の期 待 で歩 調 を合 わ せ て い た と い え る 。

ホ ー ソー ン の"ASelectParty"は そ う し たDemocraticReviewや エ マ ソ ンの

文 学 的 ナ シ ョナ リズ ム に 連 動 して い る の か 、 そ れ と もそ れ を批 判 的 に み て い

る の か 。この 短 篇 はDemocraticReviewが 掲 げ る 文 化 的 ナ シ ョナ リズ ム を体 現

す る"MasterGenius"を 登 場 させ る こ と で雑 誌 の 大 義 に同 調 の姿 勢 を示 す 一

方 で 、 「天 才 」を 「堂 々 た る 椅 子("thechairofstate")」 に座 らせ る と い う華 々

し く大 げ さな 「戴 冠 」("state"に は 「国家 」の 意 も込 め られ て い るだ ろ う)の

様 子 を描 く こ と、 ま た 「空 想 の 男 」 のパ ー テ ィ ー は 最 後 には 嵐 に よ っ て散 々

な 目 にあ う こ と(「 天才 」は ど こに 消 え て し ま った の だ ろ う?)で そ れ を椰 楡

して もい る。 さ らに確 か に 読 み 取 れ る の は 、 ホ ー ソ ー ンが 暗 に示 す 、 オサ リ

ヴ ァ ンのDemocNaticReviewが 声 高 に掲 げ る 国 民 的 文 学 の 誕 生 へ の期 待 は ア

ング ロサ ク ソニ ズ ム とい う人 種 主 義 と表 裏 一 体 だ とい う認 識 で あ る。"Master

Genius"は 「温 か い光 をた た え た深 い 眼 と秀 で た 白 い額 」 を もつ 。 「天 才 」 の

白 さ によ って そ の 白 人性 を 強 調 す る一・方 で 、"ASelectParty"は そ れ が抑 圧 す

る もの 、 抑 圧 され る こ とで 不 気 味 に 回帰 して くる もの の 姿 も描 き込 む。 そ れ

は 「暗 く メ ラ ン コ リ ック な 気 分 の と き も 、熱 に 浮 か さ れ て い る と き も、常 に

空 想 の 男 に取 り{い て い た 」(64)も の で 、 空想 の 城 の 壁 も地 上 の堅 牢 な建 物
ア ラ 　

の壁もその侵入を阻止できないもの 「ぼんやりとした恐怖のかたちをし

たもの」である。それは

老いた醜い黒人の女の姿であった。彼(空 想の男)が 生家の屋根裏部

.・
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屋に潜んでいると想像 し、子供のとき狸紅熱で死の淵をさまよったとき、

彼のベッドにやってきてニタリと笑ったその黒い影であった。 この暗い

影が壮麗な大広間の柱をすべるように動きながら旧知の顔つきで彼を眺

めていた。男は忘れていた子供時代の恐怖に再び身震いした。(64)

ホ ー ソー ンは 、DemocraticReviewが 唱 え る拡 大 す る 若 き国 家 ア メ リカ の な

か で 手 を携 えて 進 歩 す る 政 治 と文 学 、DemocraticReviewが 「天 空 の 城 」 と し

て 描 き 出 す ア メ リカ の ヴ ィ ジ ョ ン とそ の 白 人 ナ シ ョナ リズ ム を、国 家 的 「フ ィ

ク シ ョン」と見 な して い る よ うに 思 わ れ る。DemocraticReviewが 「天 空 の 城 」

と して 描 き 出す ア メ リカ の ヴ ィ ジ ョン 「白 い 額 」 を した 国 家 待 望 の詩 人

と黒 人 の 老 婆 のか た ち を した 「黒 い影 」 ホ ー ソ ー ンは そ の両 者 を 同 じテ

ク ス ト空 間 に存 在 させ る こ とで 、1840年 代 ア メ リ カ の"topsy-turvy"的 人 種

的 状 況 を鮮 烈 に描 い て い る とい え るだ ろ う。

Notes

1ホ ー ソ ー ン と 奴 隷 制 度 や 人 種 問 題 と の 関 わ り を 論 じ た 近 年 の 研 究 と し て

は 、Simon、Goddu、Yellin、Brickhousse等 が あ る 。

2植 民 地 時 代 の セ イ レ ム に 存 在 し た カ リ ブ 海 諸 島 か ら の 奴 隷 と し て は 、魔 女

事 件 の 発 端 と な っ た 牧 師SamuelParris家 のTitubaとJohnEnglishが 有 名 で

あ る 。

3"topsy-turvydolls"を19世 紀 半 ば の 人 種 的 配 置 の イ コ ン と して こ の 時 代

の 文 学 と文 化 を 読 み 解 こ う とす る 批 評 と し て は 、Wallace-Sandersに よ る 研

究 の ほ か に 、Samuels、Young、Sanchez-EpPler、0'Loughlin、Bemsteinに

よ る も の が あ る 。

4ホ ー ソ ー ン とDemocraticReviewお よ びJohnL.0'Sullivanと の 関 わ り に つ

い て は 、widmerを 参 照 。

WorksCited

Bernstein,Robin.RacialInnocence:PerformingAmericanChildhoodfromSlavery

toCivilRights.NewYork:NewYorkUP,2011.Print.

Brickhouse,Anna."Hawthorne'sMexicanGenealogies."TransamericanLiterary

RelationsandtheNineteenth-CenturyPublicSphere.NewYork:Cambridge

.・



 "Y
oung America Movement" . — V -- a

     UP, 2004. 180-220. Print. 

Bridge, Horatio. Personal Recollections of Nathaniel Hawthorne. Charleston: Nabu 

     Press, 2010. Print. 

Emerson, Ralph Waldo. "The Poet." Selected Writings of Ralph Waldo Emerson. Ed. 

     William H. Gilman. New York: Signet Classic, 2011. 325-49. Print. 

Goddu, Teresa A. "Letters Turned to Gold: Hawthorne, Authorship, and Slavery." 

     Studies in American Fiction 29.1 (2001): 49-76. Print. 

Hawthorne, Nathaniel. The Blithedale Romance and Fanshawe. Ed. William 

     Charvat et al. Vol. 3 of The Centenary Edition. Columbus: Ohio State UP, 

     1964. -----------

. The American Notebook. Ed. Claude M. Simpson. Vol. 8 of The Centenary 

    Edition. Columbus: Ohio State UP, 1972. -----------

. "A Select Party." Mosses from an Old Manse. Ed. William Charvat et al. 

     Vol. 10 of The Centenary Edition. Columbus: Ohio State UP, 1974. 

Lathrop, Rose Hawthorne. Memories of Hawthorne. Boston: IndyPublish.com, 2007. 

      Print. 

Mellow, James R. Nathaniel Hawthorne in His Times. Baltimore: The Johns 

     Hopkins UP, 1998. Print. 

Moore, Margaret B. The Salem World of Nathaniel Hawthorne. Columbia: U of 

     Missouri P, 1998. Print. 

O'Loughlin, Jim. "Articulating Uncle Tom's Cabin." New Literary History 31.3 

     (2000): 573-98. Print. 
Samuels, Shirley. "The Identity of Slavery." The Culture of Sentiment: Race, Gender 

     and Sentimentality in Nineteenth-Century America. Ed. Shirley Samuels. 

     New York: Oxford UP, 1992. 157-71. Print. 

Sanchez-Eppler, Karen. Touching Liberty: Abolition, Feminism, and the Politics of 

     the Body. Berkeley: U of California P, 1993. Print. 

Simon, Bruce. "Hybridity in the Americas: Reading Conde, Mukherjee, and 

     Hawthorne." Postcolonial Theory and the United States: Race, Ethnicity, 

     and Literature. Ed. Amritjit Singh and Peter Schmidt. Jackson: UP of 

     Mississippi, 2000. 412-43. Print. 

Wallace-Sanders, Kimberly. Mammy: A Century of Race, Gender and Southern

—50—



 w aq  5z  }rA "4 16 (2012)

     Memory. Ann Arbor: U of Michigan P, 2011. Print. 

Widmer, Edward L. Young America: The Flowering of Democracy in New York City. 

     New York: Oxford UP, 1999. Print. 

Yellin, Jean Fagan. "Hawthorne and the Slavery Question." A Historical Guide to 

     Nathaniel Hawthorne. Ed. Larry J. Reynolds. New York: Oxford UP, 

     2001.135-64. Print. 

Young, Elizabeth. Disarming the Nation: Women's Writing and the American Civil 

     War. Chicago: U of Chicago P, 1999. Print.

The United States Magazine and Democratic Review ffi 6 0),12$ 
"Madame Calderon's Life in Mexico." Vol. 12 (February 1843): 218-19. Print. 
"The Yucatan Ruins ." Vol. 12 (May 1843): 491-501. Print. 
"The Re-Annexation of Texas, in Its Influence on the Duration of Slavery." Vol. 15 

     (July 1844): 11-16. Print. 
"Robert J . Walker." Vol. 16 (February 1845): 157-64. Print. 
"Nathaniel Hawthorne ." Vol. 16 (April 1845): 376-84. Print. 

Everett, Alexander H. "The Young American." Vol. 16 (May 1845): 495. Print. 

O'Sullivan, John L. "Annexation." Vol. 17 (July/August 1845): 5-10. Print.

—51 —


